
､

大
谷
大
学
を
定
年
退
職
し
て
か
ら
、
も
う
三
年
に
も
な
る
。
寺
務
に
追
わ
れ
て
論
文
を
書
く
こ
と
も
な
く
過
ご
し
て
き
た
が
、
突
然
、

仏
教
学
会
評
議
員
会
に
お
い
て
、
貴
殿
は
「
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」
の
執
筆
者
に
決
ま
っ
た
か
ら
、
と
の
依
頼
状
を
受
け
取
っ
た
。

そ
こ
で
、
今
ま
で
大
谷
大
学
短
期
大
学
部
の
文
化
学
科
で
、
「
比
較
文
化
」
と
か
「
文
化
を
考
え
る
」
と
か
、
の
イ
ン
ド
を
中
心
に
中

国
、
日
本
へ
と
伝
来
し
た
仏
教
に
つ
い
て
、
授
業
を
行
な
っ
て
き
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
授
業
で
用
い
た
資
料
を
整
理
し
て
、
仏
教
が
ど
の

よ
う
に
し
て
世
界
の
三
大
宗
教
（
ま
た
は
四
大
宗
教
）
と
な
り
え
た
か
を
、
異
文
化
と
の
交
流
の
上
に
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。

た
だ
し
、
最
近
の
学
界
の
進
展
に
は
、
驚
く
ほ
ど
の
発
見
な
ど
が
あ
り
、
特
に
写
本
に
お
い
て
は
『
維
摩
経
」
の
梵
本
が
見
つ
か
り
、

①

そ
れ
が
出
版
さ
れ
る
と
い
う
快
挙
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

今
年
の
二
月
上
旬
に
「
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
」
と
い
う
映
画
が
全
国
の
映
画
館
で
封
切
ら
れ
た
。
制
作
費
二
○
○
億
円
、
壮
大
な
ス
ケ
ー
’

異
文
化
と
の
交
流
と
仏

Ｉ
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
、
『
那
先
比
丘
経
』
、
『
維
摩
経
』
の
梵
本
な
ど
Ｉ

は
じ
め
に

｜
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
と
イ
ン
ド
ー
仏
像
誕
生
地
と
の
関
連
性
Ｉ

舟
橋

尚

哉



ル
で
描
く
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
超
大
作
と
い
う
「
ふ
れ
こ
み
」
で
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
内
容
の
あ
る
映
画
だ
っ
た
と
思
う
。

私
も
以
前
、
「
イ
ン
ド
仏
教
史
」
や
「
比
較
文
化
」
な
ど
の
授
業
を
担
当
し
て
い
た
の
で
、
大
変
興
味
を
持
っ
て
見
に
行
っ
た
。

②

Ｂ
Ｃ
、
三
二
七
年
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
が
西
北
イ
ン
ド
に
侵
入
し
、
イ
ン
ダ
ス
河
ま
で
兵
を
進
め
た
こ
と
は
歴
史
上
の
事
実
で
あ
る
。

③

た
だ
何
故
、
イ
ン
ダ
ス
河
を
渡
っ
て
イ
ン
ド
本
土
へ
深
く
侵
入
し
な
か
っ
た
か
、
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
私
は
授
業
な
ど
で
、
ア
レ
キ
サ

ン
ダ
ー
は
遠
征
の
疲
れ
と
、
イ
ン
ド
は
暑
い
国
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
以
上
進
攻
す
る
こ
と
を
部
下
達
に
反
対
さ
れ
断
念
し
た
と
説
明
し
て

き
た
が
、
映
画
で
は
、
そ
れ
ら
の
理
由
以
外
に
バ
ク
ト
リ
ア
の
地
主
の
娘
と
恋
に
お
ち
い
り
、
「
バ
ク
ト
リ
ァ
の
地
主
の
子
孫
が
将
来
、

わ
れ
わ
れ
の
国
の
王
に
な
る
の
か
？
」
と
の
部
下
達
の
反
対
に
あ
い
、
イ
ン
ド
本
土
へ
深
く
侵
入
す
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
た
と
描
か
れ
て

Ｉ
声
一
つ

Ｖ
ナ
ハ私

が
注
目
し
た
の
は
、
「
バ
ク
ト
リ
ア
の
地
主
の
娘
」
と
恋
に
お
ち
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
勿
論
、
バ
ク
ト
リ
ァ
の
娘
と
の
物
語
は
史

実
か
ど
う
か
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
甸
奴
に
追
わ
れ
た
月
氏
は
Ｂ
Ｃ
、
一
三
○
年
頃
に
バ
ク
ト
リ
ァ
に
移
り
、
ト
ク
ハ
ー
ラ
族
の
国

④

を
征
服
し
た
。
こ
の
バ
ク
ト
リ
ア
は
後
に
休
密
、
貴
霜
、
隻
匪
、
胖
頓
、
高
附
の
五
部
族
に
分
か
れ
、
中
で
も
貴
霜
は
ク
、
ン
ヤ
ー
ナ
（
ク

、
ン
ヤ
ン
）
と
い
わ
れ
、
強
大
な
勢
力
と
な
り
、
ク
シ
ャ
ー
ナ
王
朝
の
初
代
は
ク
ジ
ュ
ー
ラ
・
カ
ド
フ
ィ
セ
ー
ス
が
統
治
し
た
。
そ
の
子
、

ヴ
イ
マ
・
カ
ド
フ
イ
セ
ー
ス
に
つ
づ
い
て
コ
ー
タ
ン
（
干
間
）
か
ら
や
っ
て
き
た
カ
ニ
、
ン
ユ
ヵ
王
が
ク
シ
ャ
ー
ナ
王
朝
、
三
代
目
の
王
と

し
て
即
位
す
る
が
、
こ
の
王
が
仏
教
に
帰
依
し
、
大
塔
を
含
む
力
’
一
シ
ュ
カ
伽
藍
が
造
ら
れ
、
こ
の
大
塔
よ
り
カ
ニ
シ
ュ
ヵ
王
の
舎
利
容

し
て
即
位
す
る
が
、
こ
の
〒⑤

器
が
発
掘
さ
れ
た
と
い
う
。

勿
論
、
時
代
的
に
は
そ
の
問
に
マ
ウ
リ
ャ
王
朝
の
三
代
目
ア
シ
ョ
ー
ヵ
王
が
即
位
（
Ｂ
Ｃ
、
二
六
八
年
頃
）
し
た
り
、
ギ
リ
、
ン
ャ
系
の

メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
王
（
Ｂ
Ｃ
，
二
世
紀
）
が
仏
教
に
帰
依
し
、
こ
の
こ
と
が
『
那
先
比
丘
経
」
と
い
う
経
典
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
仏
教
誕
生
地
と
し
て
有
力
な
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
地
は
ギ
リ
、
ン
ャ
思
想
の
影
響
が
大
で
あ
り
、
カ
ニ
シ
ュ
ヵ
王
の
時
代
（
２
世
紀

頃
）
に
仏
像
が
あ
っ
た
こ
と
（
カ
ニ
、
ン
ユ
カ
王
の
コ
イ
ン
に
ｍ
ｏ
ｐ
ｐ
Ｏ
と
あ
り
仏
像
が
描
か
れ
て
い
る
）
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
と

二
一
○

2



い
ず
れ
に
し
て
も
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
の
西
北
イ
ン
ド
侵
入
に
よ
り
、
こ
の
地
に
い
く
つ
か
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
が
残
っ
た
よ

⑦

う
に
、
ギ
リ
シ
ャ
思
想
の
影
響
を
受
け
た
、
い
わ
ゆ
る
へ
レ
ニ
ズ
ム
文
化
が
栄
ん
と
な
り
、
仏
像
誕
生
も
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
も
と

に
、
仏
像
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
最
近
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
北
部
の
遺
跡
で
出
土
し
た
五
世
紀
ご
ろ
の
遺
品
で
あ
る
仏
陀
図
に
ギ
リ
シ
ャ
文
字
を
記
し
た
珍
し
い
仏

教
の
祈
祷
文
書
が
見
つ
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征
で
伝
え
ら
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
文
字
で
、
言
語
は
古
代
の
バ
ク
ト
リ
ア
語
。
縦
三
三
セ
ン
チ
の
ネ
ク
タ
イ

状
の
麻
布
に
書
か
れ
、
上
部
に
仏
陀
図
、
下
部
に
修
行
者
ら
し
い
人
物
像
と
ブ
ド
ウ
唐
草
文
が
あ
る
。
（
朝
日
新
聞
平
成
十
五
年
十
一
一
月
十
九

日
朝
刊
）

た
と
考
え
ら
れ
る
、

関
連
し
て
こ
の
地
が
仏
像
の
誕
生
地
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

勿
論
、
仏
像
誕
生
地
と
し
て
は
マ
ト
ゥ
ラ
ー
も
有
力
地
で
は
あ
る
が
、
最
近
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
の
誕
生
に
よ
っ
て
、
マ
ト
ウ
ラ
ー
で
も

仏
像
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
り
、
私
も
そ
れ
を
支
持
し
た
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
仏
滅
後
か
ら
紀
元
前
ま
で
に
は
仏
像
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
干
潟
竜
祥
博
士
も
、
こ
れ
に
つ
い
て
、

「
早
い
時
代
の
そ
れ
ら
の
仏
教
芸
術
に
は
全
然
釈
尊
の
像
が
な
い
、
即
ち
無
仏
像
の
仏
伝
描
写
で
あ
る
。
こ
れ
は
周
囲
の
情
景
（
例

え
ば
菩
提
樹
下
に
台
座
、
天
蓋
の
下
に
台
座
、
周
囲
の
人
物
と
台
座
、
又
は
天
蓋
等
）
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
そ
れ
に
一
部
分
微
標

（
尊
目
ｇ
庁
、
例
、
台
座
の
上
に
輪
宝
）
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
る
人
を
し
て
そ
の
観
念
に
よ
っ
て
そ
こ
に
釈
尊
の
存
在
及

⑥

ぴ
動
作
を
よ
み
と
ら
す
と
い
う
表
現
法
で
あ
る
」

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
仏
滅
後
の
早
い
時
代
に
は
「
釈
尊
」
ま
た
は
「
仏
像
」
を
直
接
描
か
ず
、
「
法
輪
」
や
「
仏
足
跡
」
に
よ

っ
て
仏
陀
を
表
現
し
た
り
、
「
菩
提
樹
」
や
「
天
蓋
」
ま
た
は
「
台
座
」
（
金
剛
座
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
仏
陀
の
存
在
を
象
徴
的
に
表
現
し

3



Ｇ

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
は
、
Ｂ
Ｃ
、
三
二
七
年
イ
ン
ド
に
侵
入
し
、
イ
ン
ダ
ス
河
ま
で
進
攻
し
た
が
、
部
下
達
の
反
対
に
会
い
、
翌
年

西
方
に
帰
還
し
、
Ｂ
Ｃ
，
三
二
三
年
七
月
、
バ
ビ
ロ
’
一
ァ
の
バ
ビ
ロ
ン
で
客
死
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
西
北
イ
ン
ド
は
し
ば
ら
く
の
間

ギ
リ
シ
ャ
人
の
軍
事
的
制
圧
下
に
あ
っ
た
。
Ｂ
Ｃ
，
三
二
二
年
頃
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
ブ
タ
が
挙
兵
し
て
マ
ガ
ダ
王
と
な
り
、
マ
ゥ
リ
ャ
王

⑨

朝
を
創
始
し
た
が
、
彼
は
西
北
イ
ン
ド
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
人
の
軍
事
的
勢
力
を
一
掃
し
、
イ
ン
ド
全
体
を
初
め
て
統
一
し
た
と
い
わ
れ
る
。

た
ま
た
ま
、
シ
リ
ア
王
セ
レ
ウ
コ
ス
・
ニ
ー
カ
ト
ー
ル
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
故
地
回
復
を
志
し
て
Ｂ
Ｃ
，
三
○
五
年
に
イ
ン
ダ
ス

河
を
越
え
て
侵
入
し
て
き
た
が
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
ブ
タ
は
そ
の
軍
隊
を
撃
破
し
た
。
し
か
し
両
王
の
講
和
が
成
っ
て
セ
レ
ゥ
コ
ス
の
大
使

⑩

と
し
て
メ
ガ
ス
テ
ネ
ー
ス
が
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
ブ
タ
王
の
宮
廷
に
派
遣
さ
れ
た
と
い
う
。

か
れ
が
イ
ン
ド
か
ら
故
国
に
帰
っ
て
の
ち
に
、
イ
ン
ド
滞
在
中
の
見
聞
を
記
し
た
も
の
が
『
イ
ン
ド
誌
」
で
あ
る
。
こ
の
害
は
現
在
、

断
片
的
な
引
用
文
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、
実
際
に
イ
ン
ド
を
旅
行
し
、
イ
ン
ド
の
大
王
と
直
接
に
交
渉
を
行
な
っ
た
人
の
旅
行
記
と
し

⑪

て
西
方
の
世
界
で
は
か
な
り
重
視
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
バ
ク
ト
リ
ア
は
オ
ク
サ
ス
川
（
ア
ム
・
ダ
リ
ヤ
川
）
と
イ
ン
ダ
ス
河
と
の
中
間
の
地
域
に
あ
た
り
、
こ
の
地
は
デ
ィ
オ
ド
ト
ス
が

⑫

叛
乱
を
起
し
て
独
立
し
、
バ
ク
ト
リ
ァ
（
大
夏
）
国
を
建
設
し
た
。
（
Ｂ
Ｃ
，
二
五
○
年
頃
）

「
ス
ト
ラ
ボ
ー
ン
の
地
誌
に
よ
る
と
、
ギ
リ
シ
ャ
人
の
支
配
領
域
を
貯
賦
口
四
と
イ
ン
ド
と
に
向
っ
て
ひ
ろ
げ
て
イ
ン
ド
に
も
侵
入

⑬

し
た
バ
ク
ト
リ
ア
王
が
二
人
あ
る
。
そ
れ
は
デ
ー
メ
ー
ト
リ
オ
ス
と
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
と
で
あ
る
」

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
デ
ー
メ
ー
ト
リ
オ
ス
は
バ
ク
ト
リ
ア
王
国
第
４
代
目
の
王
で
、
イ
ン
ド
に
侵
入
し
て
パ
ン
ジ
ャ
ー
．
フ
地
方
と
西
部

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
デ
ー
メ
ー
ー⑭

イ
ン
ド
の
諸
地
方
と
を
支
配
し
た
。

砥

ま
た
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
王
は
イ
ン
ド
で
は
ミ
リ
ン
ダ
王
と
い
わ
れ
、
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
（
那
先
比
丘
）
と
の
問
答
が
巨
旨
ロ
烏
冨
鄙
国
（
ミ

二
、
ミ
リ
ン
ダ
王
と
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア

４



こ
れ
ら
の
一

か
ら
な
い
が
、

リ
ン
ダ
王
の
問
い
）
と
し
て
、
ま
た
漢
訳
で
は
「
那
先
比
丘
経
」
と
し
て
現
存
し
て
い
る
。

こ
の
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
王
は
エ
ゥ
テ
ィ
デ
ー
モ
ス
↓
デ
ー
メ
ー
ト
リ
オ
ス
の
王
統
に
属
す
る
王
で
、
大
体
Ｂ
Ｃ
，
一
六
○
Ｉ
一
四
○
年
頃

に
カ
ー
ブ
ル
地
方
を
統
治
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
イ
ン
ド
に
侵
入
し
た
王
で
、
ギ
リ
シ
ャ
方
面
の
史
書
や
イ
ン
ド
で
発
見
さ
れ
た
貨
幣

⑯

や
碑
文
に
「
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
王
」
と
い
う
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

か
れ
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ー
ン
の
カ
ー
ブ
ル
の
近
く
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
で
生
ま
れ
た
ら
し
い
。
「
ミ
リ
ン
ダ
王
の
問
い
』
の
中
で
、

ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
長
老
は
ミ
リ
ン
ダ
王
に
間
う
て
「
大
王
よ
、
あ
な
た
の
出
生
地
は
ど
こ
で
す
か
」
「
尊
者
よ
、
ア
ラ
サ
ン
ダ
（
ど
画
の
自
烏
）

⑰

と
名
づ
け
る
島
（
島
目
）
が
あ
る
。
そ
こ
で
わ
た
し
は
生
れ
ま
し
た
」
と
答
え
て
い
る
。

ア
ラ
サ
ン
ダ
と
は
ど
の
捌
目
号
①
菌
の
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
計
冒
（
島
）
と
い
う
の
は
、
二
つ
の
川
が
合
流
し
て
で
き
た
中
州
の
よ
う
な

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
辺
り
に
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
は
数
多
く
あ
る
。

１
、
カ
ブ
ー
ル
の
近
く
の
白
人
治
下
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
（
ベ
グ
ラ
ム
）

２
、
そ
の
五
○
○
’
六
○
○
肋
南
の
ア
ラ
コ
シ
ァ
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
（
カ
ン
ダ
ハ
ル
）

３
、
カ
ブ
ー
ル
か
ら
一
○
○
○
ｍ
位
山
奥
へ
入
っ
た
所
の
最
果
て
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア

４
、
カ
ブ
ー
ル
の
二
○
○
ｍ
西
の
バ
ク
ト
リ
ア
か
ら
西
へ
五
○
○
ｍ
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
・
マ
ル
ギ
ア
ナ
（
メ
ル
ブ
）

５
、
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
山
脈
の
西
側
の
ア
レ
イ
ア
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
（
ヘ
ラ
ー
ト
）

６
、
イ
ン
ダ
ス
河
に
合
流
す
る
一
番
東
側
の
川
を
遡
る
と
、
ラ
ホ
ー
ル
の
東
、
二
○
○
師
に
あ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
祭
壇
の
地

⑬

７
、
ジ
ェ
ラ
ム
川
、
チ
ェ
ナ
ブ
川
、
ラ
ビ
川
、
ピ
ア
ス
川
と
イ
ン
ダ
ス
河
の
合
流
地
点
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
（
ウ
ッ
チ
）

こ
れ
ら
の
中
で
、
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
王
が
誕
生
し
た
所
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。
勿
論
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
わ

「
ア
ラ
サ
ン
ダ
は
『
ギ
リ
シ
ャ
人
Ｑ
ｏ
目
）
の
都
市
」
で
あ
り
、
島
（
合
思
）
は
二
つ
の
河
の
間
に
存
す
る
陸
地
を
い
う
。
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⑳

す
」
と
答
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

冨
且
、
宮
門
川
と
カ
ー
ブ
ル
川
と
の
間
に
あ
る
地
域
が
そ
れ
に
相
当
し
、
そ
こ
に
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
市
の
遺
跡
が
あ
る
。

カ
ー
ブ
ル
の
北
八
○
ｍ
位
の
と
こ
ろ
に
あ
る
白
人
治
下
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
（
ベ
グ
ラ
ム
）
の
こ
と
か
と
思
う
。
こ
こ
な
ら
五

⑲

○
ｍ
南
に
は
カ
ー
ブ
ル
川
も
流
れ
て
い
る
。
（
カ
ー
ブ
ル
か
ら
二
○
ｍ
’
三
○
町
東
南
に
あ
る
川
で
あ
る
。
）
」

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
は
エ
ジ
プ
ト
や
バ
ビ
ロ
ニ
ヤ
な
ど
を
初
め
と
し
て
、
世
界
に
は
数
多
く
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
が
あ
る
が
、
し
か

し
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
が
生
ま
れ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
は
西
北
イ
ン
ド
近
辺
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
ミ
リ
ン
ダ
王
に
対
し
て
「
大
王
よ
、

ア
ラ
ン
サ
ン
ダ
は
こ
こ
か
ら
ど
れ
だ
け
距
っ
て
い
ま
す
か
」
と
の
那
先
比
丘
の
問
い
に
対
し
て
、
「
尊
者
よ
、
二
百
ヨ
ー
ヂ
ャ
あ
り
ま

、

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
の
イ
ン
ド
侵
入
な
ど
に
よ
っ
て
、
西
北
イ
ン
ド
は
ギ
リ
シ
ャ
系
諸
王
が
支
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
で
も
メ

ナ
ン
ド
ロ
ス
王
は
仏
教
に
帰
依
し
た
王
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
こ
の
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
（
ミ
リ
ン
ダ
）
と
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
（
那
先
比
丘
）
と

の
対
談
が
ミ
リ
ン
ダ
パ
ン
ハ
巨
筐
且
§
昌
冨
（
ミ
リ
ン
ダ
王
の
問
い
）
と
な
っ
て
現
存
し
て
い
る
。
漢
訳
で
は
「
那
先
比
丘
経
」
で
あ

⑳

る
。
そ
し
て
パ
ー
リ
文
と
漢
訳
文
と
の
一
致
し
て
い
る
部
分
は
こ
の
書
の
最
古
層
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

漢
訳
は
二
巻
本
（
上
下
巻
）
と
三
巻
本
（
上
中
下
巻
）
と
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
失
訳
人
名
附
東
晋
録
」
と
あ
り
、
訳
者
不
明
で
あ
る
。

⑳

東
晋
時
代
（
三
一
七
’
四
二
○
）
の
訳
で
あ
る
か
ら
、
四
世
紀
ま
で
に
は
漢
訳
の
原
本
が
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
原
典
の
成
立

⑳

は
紀
元
前
一
世
紀
か
ら
紀
元
後
一
世
紀
頃
と
い
わ
れ
て
い
る
。

い
ま
二
巻
本
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
王
が
那
先
比
丘
に
問
う
。

従
っ
て
、
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
王
の
出
生
地
は
中
村
元
博
士
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
ア
フ
ガ
’
一
ス
タ
ー
ン
の
カ
ー
ブ
ル
の
近
く
の
ア
レ
ク
サ

⑳

ン
ド
リ
ア
市
で
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
な
る
。

三
、
ミ
リ
ン
ダ
王
と
仏
教
帰
依
ｌ
蔀
先
比
丘
経
」
Ｉ
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二
巻
本
に
よ
れ
ば
、

（
「
王
は
「
誰
を
那
先
な
る
者
と
為
す
の
か
』
と
問
い
、
『
頭
が
那
先
か
」
『
眼
耳
鼻
口
が
那
先
か
」
と
問
う
。
こ
れ
に
対
し
て
那

先
比
丘
は
『
そ
う
で
は
な
い
』
と
答
え
る
」
）

今
度
は
那
先
比
丘
が
王
に
問
う
。

「
那
先
問
王
。
何
所
為
車
者
軸
為
車
耶
不
為
車
。
…
…
那
先
言
輻
為
車
耶
不
為
車
。
那
先
言
輌
為
車
耶
不
為
車
。
那

先
言
轤
為
車
耶
不
為
車
。
靱
為
車
耶
不
為
車
」
（
大
正
六
九
六
ａ
）

（
「
那
先
が
王
に
『
何
所
が
車
で
あ
る
の
か
」
『
軸
が
車
か
」
「
輻
が
車
か
』
「
網
が
車
か
」
『
猿
が
車
か
」
「
範
が
車
か
」
と
問
う
の

に
対
し
て
、
王
は
「
そ
う
で
は
な
い
」
と
答
え
る
」
）

こ
れ
は
有
名
な
「
車
の
髻
啼
」
で
あ
り
、
「
車
に
実
体
が
な
い
」
よ
う
に
、
「
那
先
と
い
う
一
個
人
も
実
体
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ

で
は
仏
教
の
「
無
我
説
」
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
「
三
十
二
相
八
十
種
好
」
が
説
か
れ
、
そ
こ
で
は
『
維
摩
経
』
の
所
説
と
同
じ
、
泥
水
に
咲
く
蓮
花
の
害
え
も
説
か
れ
て
い
る
。

ｔ
一「

王
復
問
那
先
。
佛
為
有
三
十
二
相
八
十
種
好
。
身
皆
金
色
有
光
影
耶
」
（
大
正
七
○
○
Ｃ
）

「
那
先
言
。
佛
審
有
三
十
二
相
八
十
種
好
。
身
皆
有
金
色
光
影
」

「
王
言
。
佛
父
母
寧
有
三
十
二
相
八
十
種
好
。
身
皆
有
金
色
有
光
影
耶
」

「
那
先
言
。
佛
父
母
無
是
相
・
」

お
ん
み

「
王
便
問
那
先
卿
字
何
等
。
那
先
言
。
父
母
字
我
為
那
先
」
（
大
正
三
二
、
六
九
六
ａ
）

あ
ざ
ぼ

（
「
あ
な
た
は
名
前
（
字
）
は
何
か
」
と
い
う
の
に
対
し
て
、
「
父
母
は
私
を
那
先
と
呼
び
ま
す
」
と
答
え
て
い
る
。
）

「
王
問
那
先
誰
為
那
先
者
。
王
復
問
言
。
頭
為
那
先
耶
不
為
那
先
。
王
復
言
耳
鼻
口
為
那
先
耶
不
為
那
先
」
（
大
正
六
九
六

７



「
王
言
。
如
是
相
好
是
父
母
無
是
相
。
佛
亦
無
是
相
」

「
王
復
言
。
人
生
子
像
其
種
類
。
父
母
無
是
相
者
佛
定
無
是
相
」

「
那
先
言
。
佛
父
母
雌
無
是
三
十
二
相
八
十
種
好
身
金
光
色
者
。
佛
審
有
是
相
」
（
大
正
三
二
、
七
○
○
ｃ
）

（
王
復
問
う
。
「
那
先
よ
、
佛
は
三
十
二
相
八
十
種
好
あ
り
。
身
皆
金
色
光
影
有
り
と
な
す
の
か
」

那
先
言
く
『
佛
審
に
三
十
二
相
八
十
種
好
有
り
。
身
皆
金
色
に
し
て
光
影
有
り
」

王
言
わ
く
、
『
佛
の
父
母
寧
ろ
三
十
二
相
八
十
種
好
有
り
。
身
皆
金
色
有
り
、
光
影
有
る
の
か
』

那
先
言
わ
く
、
『
佛
の
父
母
是
の
相
無
し
」

王
言
わ
く
「
是
の
如
き
相
好
是
父
母
に
是
の
相
無
く
ば
佛
亦
是
相
無
か
ら
ん
」

か
た
ど

王
復
言
わ
く
『
人
子
生
む
に
其
の
種
類
に
像
る
父
母
に
是
の
相
無
く
ん
ば
、
佛
定
ん
で
是
の
相
無
か
ら
ん
」
と
。

那
先
言
わ
く
『
佛
の
父
母
是
の
三
十
二
相
八
十
種
好
身
金
光
色
無
く
と
も
佛
審
に
是
の
相
有
り
」
）

⑳

佛
は
『
三
十
二
相
八
十
種
好
が
有
る
」
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
父
母
も
『
三
十
二
相
八
十
種
好
」
が
あ
る
の
か
と
い
え
ば
、
父

母
に
は
『
そ
の
相
は
無
い
』
と
い
わ
れ
、
『
父
母
に
三
十
二
相
八
十
種
好
が
な
く
と
も
佛
に
は
是
の
相
が
有
る
」

と
い
わ
れ
る
。
そ
こ
で
泥
水
に
長
じ
て
、
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
蓮
花
の
譽
え
が
説
か
れ
る
。

「
那
先
言
。
王
曽
見
蓮
花
不
。
王
言
我
見
之
。
那
先
言
。
此
蓮
花
生
於
地
長
於
泥
水
。
其
色
甚
好
寧
復
類
泥
水
色
不
。
王
言
。
不
類

地
泥
水
色
。
那
先
言
。
雌
佛
父
母
無
是
相
者
。
佛
審
有
是
相
。
佛
生
於
世
間
長
於
世
間
。
而
不
像
世
間
之
事
。
王
言
善
哉
善
哉
」

地
泥
水
色
。

（
大
正
三
二
、

（
「
那
先
言
わ
く
。
王
曽
て
蓮
花
を
見
る
や
不
や
。
王
言
わ
く
『
我
れ
之
（
蓮
花
）
を
見
る
」

那
先
言
わ
く
「
此
の
蓮
花
は
地
よ
り
生
じ
泥
水
に
長
じ
て
、
其
の
色
甚
だ
好
し
、
寧
ろ
復
泥
水
の
色
に
類
す
る
や
不
や
」

王
言
わ
く
『
地
泥
水
の
色
に
類
せ
ず
」

那
先
言
。

ゴ
、
ノ
、
〆
３
一

↑
１
／
Ｌ
ｒ
Ｌ
く
ゞ
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し
た
が
っ
て
、
仏
教
は
異
民
族
を
差
別
せ
ず
、
根
本
的
に
は
カ
ー
ス
ト
制
そ
の
も
の
を
認
め
な
い
立
場
に
あ
り
、
そ
れ
は
丁
度
、
大
小

の
河
が
大
海
に
流
入
す
れ
ば
、
皆
な
一
味
平
等
の
海
水
と
な
る
よ
う
に
、
教
団
に
入
れ
ば
、
カ
ー
ス
ト
に
関
係
な
く
、
皆
な
平
等
に
取
り

扱
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
、
仏
教
は
イ
ン
ド
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
異
民
族
の
中
に
も

信
奉
さ
れ
、
世
界
の
宗
教
、
世
界
の
三
大
宗
教
（
ま
た
は
四
大
宗
教
）
の
一
つ
と
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑳

易
に
理
解
で
き
る
。

王
言
わ
く
『
善
哉
善
哉
」
と
」
）

こ
こ
で
は
、
佛
の
父
母
は
「
三
十
二
相
八
十
種
好
」
が
な
い
の
に
、
そ
の
子
の
佛
陀
に
は
そ
の
相
が
あ
る
の
は
何
故
か
と
い
え
ば
、
泥

水
に
長
じ
て
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
蓮
花
に
書
え
て
、
蓮
花
は
地
よ
り
生
じ
泥
水
に
長
じ
て
も
、
そ
の
花
の
色
は
泥
水
の
よ
う
な
、
き
た

な
い
色
で
は
な
く
、
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
「
三
十
二
相
八
十
種
好
」
の
な
い
父
母
か
ら
生
ま
れ
た
佛
陀
に
は
、

そ
の
相
が
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

さ
て
、
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
王
を
初
め
と
し
て
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
人
の
中
に
は
、
仏
舎
利
を
供
養
し
た
り
、
各
地
の
仏
教
の
窟

⑳

院
に
柱
、
講
堂
の
門
、
貯
水
池
な
ど
を
寄
進
し
た
人
が
い
た
と
い
う
。

い
て
き

軍
ヌ
法
典
」
に
よ
れ
ば
、
カ
ー
ス
ト
の
上
か
ら
も
、
ギ
リ
シ
ャ
人
は
ム
レ
ッ
チ
ャ
（
夷
狄
Ⅱ
野
蛮
人
）
と
い
わ
れ
て
差
別
さ
れ
、
バ

ラ
モ
ン
教
的
な
階
位
秩
序
を
遵
守
す
る
イ
ン
ド
社
会
に
容
れ
ら
れ
な
い
ギ
リ
シ
ャ
人
は
、
四
民
平
等
を
説
く
仏
教
に
帰
依
し
た
こ
と
が
容

シ

○

那
先
言
わ
く
『
佛
の
父
母
、
是
の
相
無
し
」
と
雛
も
、
佛
審
に
是
の
相
有
り
、
佛
世
間
に
生
じ
、
世
間
に
長
じ
て
、
而
し
て
世
間

か
た
ど

の
事
に
像
ら
ず
」

９



こ
こ
で
釈
尊
の
教
え
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
伝
わ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
第
一
結
集
が
仏
滅
の
年
、
王
舎
城
で
行
わ
れ
て
、
「
経
」
と

「
律
」
が
成
立
し
た
が
、
そ
の
後
「
論
」
も
成
立
し
、
口
調
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
各
部
派
の
三
蔵
が
初
め
て
文
字
に
書
写

⑳

さ
れ
た
の
は
Ｂ
Ｃ
，
一
世
紀
（
Ｂ
Ｃ
’
八
八
Ｉ
七
六
）
の
こ
と
で
、
そ
れ
は
セ
イ
ロ
ン
の
上
座
部
に
お
い
て
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

中
国
に
仏
教
が
伝
来
し
、
最
初
に
確
実
に
仏
教
を
信
仰
し
た
の
は
、
漢
の
明
帝
の
異
母
弟
で
あ
っ
た
楚
王
英
で
あ
る
。
彼
は
建
武
十
七

⑫

年
（
Ａ
Ｄ
，
四
一
年
）
楚
王
と
な
り
、
二
十
八
年
楚
国
に
赴
任
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ガ
ン
ダ
ー
ラ
ヘ
、
旨
四
宮

道
者
を
派
遣
し
て
い
る
。

仏
教
が
世
界
の
三
大
宗
教
の
一
つ
と
な
る
に
は
、
勿
論
、
異
教
徒
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
教
義
・
思
想
も
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
伝
播

の
き
っ
か
け
が
な
け
れ
ば
伝
わ
ら
な
い
。
そ
の
第
一
の
功
労
者
は
ア
シ
ョ
ー
カ
王
で
あ
る
と
思
う
。

Ｂ
Ｃ
’
二
六
八
年
頃
、
マ
ウ
リ
ャ
王
朝
の
三
代
目
の
王
と
な
っ
た
ア
シ
ョ
ー
カ
王
は
、
カ
リ
ン
ガ
地
方
の
征
服
の
た
め
に
生
じ
た
悲
惨

⑳

な
結
果
が
王
を
熱
心
な
仏
教
信
者
と
な
ら
し
め
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
王
は
自
ら
国
内
の
各
地
へ
「
法
の
巡
行
」
を
し
て
、
そ
の
地
方

⑳

の
住
民
に
法
の
教
悔
を
な
し
た
と
も
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王
は
戦
い
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
「
法
の
伝
道
」
に
よ
っ
て
、

イ
ン
ド
全
土
を
統
一
し
た
と
も
い
え
る
。

ま
た
ア
シ
ョ
ー
ヵ
王
は
、
イ
ン
ド
の
辺
境
地
お
よ
び
ギ
リ
シ
ャ
系
の
諸
地
域
へ
法
の
使
者
を
派
遣
し
た
と
い
わ
れ
、
巨
画
言
四
目
汀
を

ガ
ン
ダ
ー
ラ
ヘ
、
巨
騨
冨
国
匡
冒
を
因
○
口
卸
（
ギ
リ
シ
ャ
系
異
民
族
の
地
）
へ
、
旨
煙
巨
且
四
を
セ
イ
ロ
ン
Ｐ
目
訂
）
へ
な
ど
多
く
の
伝

や
チ
ベ
ッ
、
ト
ー
も
こ
の
”

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（

仏
教
は
こ
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
か
ら
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
っ
て
、
中
国
、
朝
鮮
半
島
を
通
っ
て
日
本
へ
も
伝
来
し
た
と
思
わ
れ
、
ネ
パ
ー
ル

チ
ベ
ッ
ト
も
こ
の
北
伝
仏
教
が
伝
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
セ
イ
ロ
ン
か
ら
、
ビ
ル
マ
、
タ
イ
な
ど
へ
も
伝
来
し
、
南
伝
仏
教
と
な

四
、
仏
教
の
中
国
伝
来
と
『
輸
伽
師
地
論
』
並
び
に
『
維
摩
経
』
の
写
本
発
見
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ま
た
支
婁
迦
識
（
支
識
）
は
‐

⑬

七
巻
を
訳
出
し
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
経
典
を
初
め
と
し
て
、
そ
の
後
、
中
国
へ
も
た
ら
さ
れ
た
数
々
の
経
典
や
論
耆
が
漢
訳
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
原
典
な
ど
が
中
国
へ
持
っ
て
来
ら
れ
た
は
ず
な
の
に
、
中
国
本
土
に
は
、
そ
れ
ら
の
原
典
が
殆
ど
残
っ
て
い
な
い
。
ど
う
し
て
で

あ
ろ
う
か
。
唯
一
の
例
外
は
敦
煙
か
ら
見
つ
か
っ
た
敦
埋
文
書
な
ど
の
原
典
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
現
在
は
チ
ベ
ッ
ト
も
中
国
の
一
部
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
チ
ベ
ッ
ト
も
例
外
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

七
世
紀
の
玄
美
三
蔵
（
六
○
’
一
’
六
六
四
）
は
、
す
で
に
百
歳
を
超
え
て
い
た
と
い
わ
れ
る
ナ
ー
ラ
ン
ダ
の
シ
ー
ラ
バ
ド
ラ
（
戒
賢
）
の

も
と
に
行
っ
て
、
唯
識
思
想
を
初
め
と
す
る
仏
教
教
義
を
学
ん
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
き
っ
か
け
は
「
十
七
地
論
」
す
な
わ
ち
「
琉
伽

師
地
論
」
〔
の
前
半
〕
の
原
典
や
種
々
の
経
典
や
論
耆
の
原
典
を
求
め
て
、
国
禁
を
犯
す
の
を
覚
悟
の
上
で
、
貞
観
三
年
（
六
二
九
）
（
一

⑭

説
に
は
貞
観
元
年
六
二
七
）
に
イ
ン
ド
へ
命
が
け
で
出
発
し
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
『
瑞
伽
師
地
論
』
の
梵
本
は
、
古
く
は
荻
原
雲
来
博
士
の
国
○
号
尉
昌
ぐ
各
自
目
（
菩
薩
地
）
１
（
ら
ぢ
〕
弓
○
ご
○
）
２
（
己
思
〉

弓
○
ご
○
）
の
出
版
が
あ
り
、
こ
れ
は
ネ
パ
ー
ル
で
発
見
さ
れ
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
た
梵
本
写
本
を
、
一
九
○

⑮

四
年
（
明
治
三
七
年
）
に
荻
原
博
士
が
『
琉
伽
論
菩
薩
地
」
の
梵
本
で
あ
る
こ
と
を
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
ラ
ー
フ
ラ
・
サ
ン
ク
リ
ト
ャ
ー
ャ
ナ
が
シ
ャ
ル
寺
で
『
玲
伽
師
地
論
」
の
梵
本
を
発
見
し
、
そ
の
写
真
版
を
も
と
に
バ
ッ

タ
ー
チ
ャ
ル
ャ
に
よ
っ
て
国
富
冒
○
冨
昌
四
》
母
○
恩
＆
周
各
自
目
（
己
留
）
が
出
版
さ
れ
た
。

こ
れ
は
漢
訳
『
琉
伽
師
地
論
」
の
巻
１
１
巻
叩
に
相
当
す
る
。

そ
の
後
、
ご
ロ
ロ
弓
弓
に
よ
っ
て
国
○
号
尉
昌
く
号
言
目
（
５
９
〕
思
日
四
）
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は
荻
原
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、

四
部
四
○
巻
を
訳
出
し
た
。

初
期
の
漢
訳
仏
典
と
し
て
は
、
後
漢
の
時
代
（
二
世
紀
）
に
安
世
高
が
安
息
国
か
ら
来
て
『
安
般
守
意
経
」
や
「
陰
持
入
経
」
な
ど
三

は
大
月
氏
国
か
ら
来
て

「
道
行
般
若
経
」
「
首
娚
厳
経
」
『
般
舟
三
昧
経
』
「
阿
閼
佛
国
経
」
な
ど
一
三
部
二
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凡
例
に
記
し
て
お
ら
れ
る
。

今
か
ら
何
年
前
で
あ
っ
た
か
、
は
っ
き
り
覚
え
て
い
な
い
が
、
大
正
大
学
で
学
会
が
あ
り
、
そ
の
折
、
特
別
会
場
で
蔚
伽
論
」
の
梵

本
が
展
示
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
見
て
私
は
び
っ
く
り
し
た
。
シ
ャ
ル
寺
で
発
見
さ
れ
た
梵
本
の
写
本
で
は
ク
リ
ッ
プ
で
、
は

さ
ん
だ
個
所
は
ク
リ
ッ
プ
で
隠
れ
て
い
て
、
梵
本
が
写
っ
て
い
な
い
の
に
、
大
正
大
学
の
展
示
の
写
本
は
、
す
べ
て
き
れ
い
に
写
っ
て
い

る
で
は
な
い
か
。
私
は
直
感
的
に
こ
れ
は
ラ
ー
フ
ラ
・
サ
ン
ク
リ
ト
ャ
ー
ャ
ナ
の
写
真
版
の
原
本
が
中
国
民
族
図
書
館
に
あ
り
、
そ
の
原

本
か
ら
の
写
真
版
に
違
い
な
い
と
思
っ
た
。
そ
の
頃
、
大
正
大
学
と
中
国
と
は
共
同
研
究
を
行
な
っ
て
お
り
、
『
琉
伽
論
」
の
梵
本
に
関

⑯

し
て
も
、
大
正
大
学
と
中
国
民
族
図
書
館
と
の
日
中
仏
教
文
献
研
究
交
流
の
一
環
と
し
て
、
共
同
研
究
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

洩
れ
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
玲
伽
論
」
の
巻
１
１
巻
帥
に
相
当
す
る
、
い
わ
ゆ
る
本
地
分
の
梵
本
が
見
つ
か
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
現
在
、
公
開
さ
れ
て
い
る
の
は
、
巻
１
１
巻
帥
（
五
識
身
相
応
、
意
地
、
有
尋
有
伺
等
三
地
）
、
巻
迦
１
巻
弘
（
声
聞
地
）
、

巻
部
１
巻
卵
（
菩
薩
地
）
で
あ
る
か
ら
、
巻
皿
Ｉ
巻
別
の
梵
本
が
現
存
す
る
の
か
、
し
な
い
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
も
し
現
存
す
る

の
な
ら
、
一
刻
も
早
く
出
版
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

こ
の
『
琉
伽
論
』
を
中
心
に
、
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
と
中
国
民
族
図
書
館
と
の
日
中
仏
教
文
献
研
究
交
流
の
中
で
、
奇
蹟
と
も

い
う
べ
き
『
維
摩
経
」
の
梵
本
が
ポ
タ
ラ
宮
殿
で
見
つ
か
る
と
い
う
快
挙
が
あ
り
、
そ
れ
が
各
新
聞
に
報
道
さ
れ
た
。

今
ま
で
『
維
摩
経
」
は
漢
訳
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
し
か
な
く
、
梵
本
は
見
つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
長
尾
博
士
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
を
中
心
に
全

⑰

訳
を
試
み
ら
れ
、
「
そ
の
（
維
摩
経
）
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
は
引
用
の
形
で
他
書
に
数
個
の
断
片
が
見
ら
れ
る
以
外
に
は
存
在
せ
ず
」
と

荻
原
本
ｅ
』
も
巴
で
は
最
初
の
部
分
の
梵
本
が
欠
け
て
い
て
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
補
わ
れ
て
い
る
個
所
が
梵
本
（
Ｅ
）
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
漢
訳
『
玲
伽
師
地
論
』
巻
弱
１
巻
卵
に
相
当
す
る
。

つ
づ
い
て
【
ｍ
冒
匡
四
に
よ
っ
て
、
の
国
く
農
号
目
目
（
ら
園
．
四
日
四
）
が
出
版
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
漢
訳
の
巻
虹
ｌ
巻
誕
に
相
当
す

つ
づ
い
て
【
．

る
と
思
わ
れ
る
。
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昨
年
、
『
維
摩
経
」
の
梵
本
「
く
自
己
鼻
目
自
己
①
笛
」
が
出
版
さ
れ
た
。
誠
に
喜
ば
し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
。
こ
の
「
梵
蔵
漢
対
照
『
維

摩
経
」
の
テ
キ
ス
ト
は
梵
蔵
対
照
の
中
、
特
に
チ
ベ
ッ
ト
訳
が
チ
ベ
ッ
ト
文
字
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
私
に
は
使
い
や
す
い
。

（
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
し
て
あ
る
と
、
チ
ベ
ッ
ト
語
は
読
み
に
く
い
。
）

漢
訳
も
支
謙
訳
と
羅
什
訳
と
玄
英
訳
と
を
対
比
さ
れ
て
い
る
の
で
、
大
変
便
利
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
『
維
摩

経
」
の
梵
本
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
数
個
所
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
に
思
う
。

初
め
に
「
佛
国
品
」
の
「
佛
以
一
音
演
説
法
」
を
検
討
し
て
み
た
い
。
こ
の
文
は
偶
頌
己
四
》
ら
。
〕
巨
四
に
三
回
出
て
い
て
、
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
の
に
、
漢
訳
で
は
羅
什
訳
（
大
正
一
四
、
五
三
八
ａ
）
も
玄
英
訳
（
大
正
一
四
、
五
五
八
Ｃ
）
も
全
く
同
じ
訳

で
あ
る
か
ら
、
玄
英
訳
は
羅
什
訳
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
か
ら
、
原
文
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
も
異
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
わ
か
る
が
、
こ
こ
は
偶
頌
で

あ
る
の
で
、
韻
律
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
に
合
致
し
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
想
定
す
る
こ
と
は
、
か
な
り
む
つ
か
し
か
っ
た
よ

そ
こ
で
今
度
発
見
さ
れ
た
『
維
摩
経
」
の
梵
本
を
見
る
と
、
Ｓ
四
は
の
〆
宮
隠
〕
国
の
圃
日
○
騨
乱
ｏ
四
日
喜
煙
鳴
く
目
〔
冒
臼
口
目
３
の
①
〕

（
世
尊
は
一
音
で
〔
演
説
す
る
〕
）
、
ｇ
ｏ
は
該
当
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は
な
い
。
巨
四
は
宮
隠
〕
ら
の
圃
冨
乱
団
冨
且
副
国
冒
（
説

法
さ
れ
た
一
音
を
〔
そ
れ
ぞ
れ
に
理
解
し
た
〕
）
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
『
弟
子
品
」
の
「
心
垢
故
衆
生
垢
。
心
浄
故
衆
生
浄
」
（
大
正
五
四
一
ｂ
、
羅
什
訳
）
は
玄
英
訳
で
は
「
心
雑
染
故
有
情
雑
染
。
心

清
浄
故
有
情
清
浄
」
（
大
正
五
六
三
ｂ
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は
、

一
〕
・
昌
胄
、
“
『
。
割

ｏ
昌
国
茜
昌
座
臥
理
８
コ
割
骨
髄
冒
匡
泳
ぐ
四
日
①

Ｏ
胃
詳
印
く
昌
印
ご
皿
空
倒
口
叫
旦
ぐ
泳
匡
』
ず
目
印
ロ
茸

と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
源
流
は
、
「
相
応
部
経
典
」
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
相
応
部
経
典
」
に
は
、

あ
る
の
で
、

う
に
恩
謡
う
、
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「
比
丘
等
よ
、
心
の
汚
れ
の
故
に
衆
生
は
汚
さ
れ
、
心
の
浄
ら
か
さ
の
故
に
衆
生
は
浄
ま
る
」

ロ
ヰ
印
め
い
Ｈ
ロ
戸
邑
の
の
倒
す
写
』
宍
屍
写
四
く
の
ｍ
口
茸
叫
め
四
目
〕
戸
邑
尉
の
四
口
ご

ｇ
計
国
ぐ
○
」
四
口
割
の
禺
国
く
尉
且
吾
四
ロ
弄
二
’
（
の
印
日
割
昌
国
‐
ヨ
房
凶
目
印
目
自
己
・
旨
、
胃
》
一
．
い
い
》
届
．
②
こ

と
な
っ
て
い
て
、
パ
ー
リ
語
と
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
と
の
違
い
は
あ
る
が
、
『
維
摩
経
』
の
原
語
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
な
お
『
雑
阿

⑲

含
」
で
は
「
比
丘
。
、
心
悩
故
衆
生
悩
心
浄
故
衆
生
浄
」
（
大
正
二
、
六
九
ｃ
）
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
大
谷
大
学
の
同
窓
会
誌
の
「
無
尽
燈
」
の
原
語
で
あ
る
が
、
『
維
摩
経
」
の
「
無
尽
燈
」
と
大
い
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の

『
菩
薩
品
」
の
「
維
摩
詰
言
。
諸
姉
有
法
門
名
無
尽
燈
」
（
大
正
五
四
三
ｂ
、
羅
什
訳
）
「
無
垢
称
言
。
諸
姉
当
知
有
妙
法
門
名
無
尽
燈
」

（
大
正
五
六
六
ｂ
、
玄
英
訳
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は

勺
農
⑦
①
雫
へ
●
い

倒
昏
印
一
四
異
』
ず
彦
凹
四
口
目
○
意
、
琶
釦
頁
四
身
で
画
日
口
倒
日
印
・
岸
凹
目
届
日
ロ
宍
弓
凹
口

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
直
後
の
「
無
尽
燈
」
の
原
語
は
四
厩
眉
目
島
冨
目
（
Ｅ
ｇ
〕
ロ
Ｓ
と
あ
る
が
、
鼻
間
冒
冒
四
時
冒
昌
の
誤

ま
り
で
は
な
い
か
と
思
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
無
尽
燈
」
の
原
語
は
四
厨
昌
§
日
日
冒
日
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。

次
に
私
が
『
維
摩
経
」
の
梵
本
が
見
つ
か
っ
た
と
聞
い
て
、
一
番
確
か
め
た
か
っ
た
個
所
は
『
文
殊
師
利
問
疾
品
」
の

⑳

「
従
し
懐
有
し
愛
則
我
病
生
」
（
大
正
五
四
四
ｂ
羅
什
訳
大
正
五
二
五
ｃ
支
謙
訳
）

「
如
二
諸
有
情
一
無
明
有
愛
生
来
既
久
」
（
大
正
五
六
八
ａ
玄
英
訳
）

「
従
厩
有
愛
」
を
時
に
は
「
癬
従
り
愛
有
り
」
と
読
ん
で
、
「
瘻
（
無
明
）
と
愛
」
と
の
関
係
で
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
私

⑪

は
チ
ベ
ッ
ト
訳
が
「
無
明
と
有
愛
」
と
読
ん
で
い
る
の
で
、
「
癌
と
有
愛
従
り
」
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
と
、
授
業
で
も
論
文
指
導
で
も

う
あ
い

い
っ
て
い
た
が
、
今
回
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
が
発
見
さ
れ
て
、
「
愛
有
り
」
で
は
な
く
、
「
有
愛
」
と
読
む
べ
き
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は
已
麗
》
匡
娼
卸
ぐ
己
菌
９
ｍ
ぐ
島
印
目
８
（
無
明
と
有
愛
）
で
あ
る
。
ち
な
み
に
チ
ベ
ッ
ト
訳
を
見
る
と
、
日
煙
品

で
調
べ
て
み
た
。
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冨
烏
旦
切
臣
冨
巨
閏
＆
息
と
な
っ
て
い
て
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
と
一
致
し
て
い
る
。
勿
論
、
漢
訳
も
「
癖
と
有
愛
と
に
従
り
」
と
読

め
ば
全
く
問
題
は
な
い
が
、
そ
う
読
ま
な
い
で
、
「
療
従
り
、
愛
有
り
」
と
読
む
人
が
か
な
り
い
た
の
で
、
原
典
の
上
か
ら
は
そ
う
は
読

め
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。

最
後
に
「
維
摩
の
一
獣
」
で
あ
る
が
、
「
不
二
法
門
品
」
の
終
り
に
、

「
時
維
摩
詰
獣
然
無
言
」
（
大
正
五
五
一
Ｃ
羅
什
訳
）

「
時
無
垢
称
獣
然
無
説
」
（
大
正
五
九
八
Ｃ
玄
英
訳
）

と
な
っ
て
い
る
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は

℃
い
、
Ｃ
ご
一
鰐

四
身
冒
凹
ぐ
冒
画
凹
冒
ｍ
丙
閂
昌
詳
冒
匡
Ｏ
○
百
四
ぐ
尉
芹
ロ
、
ロ
別
口
〆
印
す
唇
。
』

そ
の
時
、
リ
ッ
チ
ャ
ビ
の
維
摩
詰
は
獣
然
と
し
て

〔
語
ら
な
か
っ
た
〕

と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
一

と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
有
名
な
「
維
摩
の
一
戦
」
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は
日
の
目
巨
餌
ｇ
且
（
獣
然
と
し
て
〔
語
ら
な
か
っ
た
〕
）
と
い

う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
の
イ
ン
ド
侵
入
は
、
北
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ク
シ
ュ
山
脈
に
囲
ま
れ
、
東
南
西
の
三
面
は
海
に
囲
ま

れ
、
独
自
の
文
化
を
も
つ
イ
ン
ド
文
化
圏
の
人
々
を
驚
か
さ
せ
た
に
ち
が
い
な
い
。

ま
た
仏
教
の
教
え
自
体
が
イ
ン
ド
の
カ
ー
ス
ト
制
の
社
会
に
あ
っ
て
、
平
等
思
想
を
強
調
し
、

「
大
小
の
河
が
大
海
に
入
れ
ば
、
一
味
平
等
の
海
水
と
な
る
よ
う
に
、
出
身
の
カ
ー
ス
ト
は
異
な
っ
て
い
て
も
、
教
団
に
入
れ
ば
出

身
カ
ー
ス
ト
に
関
係
は
な
く
、
そ
の
点
で
は
皆
な
平
等
で
あ
る
」

ま
と
め
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と
い
う
思
想
が
異
民
族
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
、
ギ
リ
シ
ャ
系
の
王
も
仏
教
に
帰
依
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

マ
ウ
リ
ャ
王
朝
三
代
目
の
ア
シ
ョ
ー
ヵ
王
は
、
カ
リ
ン
ガ
征
伐
に
よ
る
悲
惨
な
結
果
が
彼
を
し
て
熱
心
な
仏
教
信
者
に
な
ら
し
め
た
と

い
わ
れ
、
戦
い
に
よ
っ
て
勝
ち
取
る
の
で
は
な
く
、
法
大
官
を
置
き
、
法
（
ダ
ル
マ
）
の
伝
道
に
よ
っ
て
、
全
イ
ン
ド
を
統
一
し
た
と
い

わ
れ
る
。
そ
し
て
ア
シ
ョ
ー
ヵ
王
は
イ
ン
ド
の
辺
境
地
お
よ
び
ギ
リ
シ
ャ
諸
地
域
へ
法
の
使
者
を
派
遣
し
た
と
い
わ
れ
る
。

巨
昌
富
］
昌
冨
を
⑦
四
己
訂
＆
（
ガ
ン
ダ
ー
ラ
）
や
〆
四
ｍ
目
国
四
（
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
）
へ

冨
煙
薗
田
房
巨
国
を
曙
○
目
鼻
巴
○
百
（
ヤ
ヴ
ァ
ナ
、
ヨ
ー
ナ
カ
、
ギ
リ
シ
ャ
系
）
へ

【
閉
め
呂
侭
９
国
を
閉
目
四
ぐ
四
口
国
（
ヒ
マ
ラ
ヤ
）
へ

巨
農
旨
烏
を
Ｆ
目
圃
（
ラ
ン
カ
ー
、
セ
イ
ロ
ン
）
へ

、

伝
道
師
派
遣
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
伝
道
師
に
よ
っ
て
仏
教
は
伝
え
ら
れ
、
主
に
部
派
仏
教
が
形
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
後
、
中
国
や
朝
鮮
半
島
を
通
っ
て
、
わ
が
国
に
も
仏
教
は
伝
来
す
る
。
こ
こ
に
仏
教
が
世
界
の
三
大
宗
教
（
ま
た
は
四
大

宗
教
）
に
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
源
流
が
あ
る
。

な
お
、
最
初
の
予
定
で
は
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
写
本
に
つ
い
て
も
論
ず
る
つ
も
り
で
い
た
が
、
す
で
に
予
定
枚
数
に
達
し
た
の
で
、

「
大
乗
荘
厳
経
論
」
の
写
本
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。

註①
「
維
摩
経
」
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
の
は
、
確
か
新
聞
紙
上
で
あ
っ
た
か
と
思
う
が
、
そ
の
後
、
松
濤
泰
雄

氏
の
講
演
録
二
維
摩
経
」
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
完
本
の
発
見
」
（
平
成
十
四
年
二
月
講
演
）
が
あ
り
、
最
近
「
梵
蔵
漢
対
照
『
維
摩
経
」
「
智
光
明
荘

厳
経
』
」
（
大
正
大
学
出
版
会
二
○
○
四
年
）
が
出
版
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
れ
に
関
連
し
て
は
私
も
定
年
退
職
記
念
講
演
の
中
で
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
「
仏
教
学
の
進
展
と
今
後
の
展
望
」
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
第
七
五
号
三
三
頁
参
照
）

②
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
が
西
北
イ
ン
ド
に
侵
入
し
た
の
は
、
Ｂ
Ｃ
、
三
二
七
年
説
（
佐
々
木
教
悟
他
共
著
「
仏
教
史
概
説
ｌ
イ
ン
ド
篇
’
三
八
頁
）

l（



D⑨⑧ ⑦⑥⑤④ ⑥
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
は
、
イ
ン
ダ
ス
河
を
渡
り
、
イ
ン
ダ
ス
河
と
合
流
す
る
川
、
ジ
ュ
ラ
ム
（
ハ
イ
ダ
ス
カ
ス
）
川
ま
で
進
攻
し
た
よ
う
で
あ

昭一
fhh,

○ 仁
…令

つ

わ
（ （

平
川
彰
「
イ
ン
ド
仏
教
史
上
巻
」
二
八
六
頁
）
（
中
村
・
早
島
共
著
「
ミ
リ
ン
ダ
王
の
問
い
１
」
三
三
五
頁
）
と
Ｂ
Ｃ
三
二
六
年
説
（
メ
ガ
ス

テ
ネ
ー
ス
の
『
イ
ン
ド
誌
』
〈
中
村
元
「
イ
ン
ド
的
思
惟
」
三
頁
〉
）
（
中
村
元
「
イ
ン
ド
古
代
史
上
、
三
八
六
頁
）
（
平
川
彰
「
イ
ン
ド
仏
教
史
上

巻
」
一
○
七
頁
）
と
の
両
説
が
あ
る
が
、
私
が
イ
ン
ド
侵
入
を
Ｂ
Ｃ
、
三
二
七
年
と
し
た
の
は
、
Ｂ
Ｃ
三
二
七
年
春
に
パ
キ
ス
タ
ン
と
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
ヌ
リ
ス
タ
ン
と
の
あ
い
だ
の
山
岳
部
、
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
山
脈
の
山
道
に
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
立
つ
二
九
才
。
ジ
ュ
ラ
ム
（
ハ
イ
ダ
ス
カ

ス
）
川
、
（
イ
ン
ダ
ス
河
に
合
流
す
る
イ
ン
ダ
ス
河
よ
り
東
の
川
）
で
の
戦
い
で
攻
撃
開
始
日
、
つ
ま
り
渡
河
の
日
は
五
月
二
十
一
日
頃
で
あ
る
。

十
一
月
二
十
一
日
頃
に
出
発
の
準
備
が
整
い
、
パ
ン
ジ
ャ
ー
プ
と
シ
ン
ド
征
服
に
か
か
る
。

Ｂ
Ｃ
，
三
二
六
年
の
夏
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
パ
タ
ラ
（
現
在
の
ハ
ィ
デ
ラ
バ
ー
ド
）
に
到
着
す
る
と
あ
る
の
で
、
Ｂ
Ｃ
三
二
七
年
説
を
採
用

し
た
が
、
Ｂ
Ｃ
三
二
七
年
は
出
来
事
の
順
序
と
場
所
が
史
料
に
よ
っ
て
食
い
ち
が
っ
て
い
る
た
め
に
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
の
歴
史
の
中
で
不
明
の

一
年
と
言
わ
れ
て
い
る
。
（
マ
ィ
ヶ
ル
、
ウ
ッ
ド
著
「
大
遠
征
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
の
野
望
」
一
五
八
頁
、
一
六
八
頁
、
一
八
二
頁
、
二
○
○
頁
参

中
村
元
「
イ
ン
ド
的
思
惟
」
三
頁
参
照
。

中
村
元
「
イ
ン
ド
的
思
惟
」
四
頁
参
照
。

注
②
参
照
。

中
村
元
「
ノ

佐
々
木
教
悟
他
共
著
「
仏
教
史
概
説
ｌ
イ
ン
ド
篇
ｌ
」
六
三
頁
参
照
。

佐
々
木
教
悟
他
共
著
「
仏
教
史
概
説
ｌ
イ
ン
ド
篇
ｌ
」
六
六
頁
参
照
。

干
潟
竜
祥
「
ジ
ャ
ー
タ
カ
概
観
」
一
二
頁
参
照
。

・
白
人
治
下
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
（
ベ
グ
ラ
ム
）

・
ア
ラ
コ
シ
ア
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
（
カ
ン
ダ
ハ
ル
）

・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
・
マ
ル
ギ
ア
ナ
（
メ
ル
ブ
）

・
ア
レ
ィ
ア
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
（
ヘ
ラ
ー
ト
）

・
最
果
て
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
（
最
北
の
地
域
）
な
ど
が
あ
る
。

lワ
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⑫
同
書
三
一
頁
参
照
。

⑪
同
書
五
頁
参
照
。

⑬
同
書
三
五
頁
参
照
。

⑭
佐
々
木
教
悟
他
共
著
「
仏
教
史
概
説
ｌ
イ
ン
ド
篇
ｌ
」
四
六
頁
参
照
。

⑮
中
村
元
「
イ
ン
ド
的
思
惟
」
三
三
頁
参
照
。

⑯
冒
晨
冒
烏
を
巨
の
ロ
目
島
○
ｍ
と
比
定
す
る
根
拠
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
で
は
個
人
の
名
に
目
今
四
》
白
鳥
が
つ

く
と
「
帝
王
」
「
力
の
あ
る
者
」
と
な
る
。
従
っ
て
巨
の
目
且
８
ｍ
↓
巨
曽
ロ
烏
と
な
る
。
ま
た
真
諦
訳
『
倶
舎
論
』
巻
躯
に
は
「
昊
隣
陀
」
、
玄
英

訳
巻
鋤
で
は
「
畢
隣
陀
」
と
音
写
さ
れ
て
い
る
。
（
中
村
元
「
イ
ン
ド
的
思
惟
」
）
三
四
頁
参
照
。

中
村
・
早
島
共
著
「
ミ
リ
ン
ダ
王
の
問
い
１
」
三
四
九
頁
参
照
。

⑰
中
村
元
「
イ
ン
ド
的
思
惟
」
三
八
頁
参
照
。

⑱
マ
イ
ケ
ル
↑
ウ
ッ
ド
「
大
遠
征
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
の
野
望
」
の
地
図
参
照
。

⑲
こ
こ
で
用
い
た
距
離
の
「
何
恥
」
は
、
本
の
地
図
に
あ
る
縮
尺
を
参
考
に
し
て
い
る
の
で
、
あ
ま
り
正
確
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

⑳
中
村
元
「
イ
ン
ド
的
思
惟
」
三
八
頁
参
照
。

⑳
中
村
元
「
イ
ン
ド
的

⑳
同
書
三
九
頁
参
照

⑳
註
②
参
照
。
（
Ｂ
Ｃ
三
二
七
年
説
と
Ｂ
Ｃ
，
三
二
六
年
説
と
が
あ
る
。
）

⑳
中
村
元
「
イ
ン
ド
的
思
惟
」
（
は
し
が
き
二
頁
）
参
照
。

⑳
中
村
元
「
イ
ン
ド
的
思
惟
」
一
九
頁
参
照
。

⑳
中
村
・
早
島
共
著
「
ミ
リ
ン
ダ
王
の
問
い
１
」
三
一
九
頁
参
照
。

⑳
「
増
一
阿
含
経
』
第
四
六
や
『
佛
本
行
集
経
』
第
九
に
は
「
佛
陀
や
転
輪
聖
王
に
は
『
三
十
二
相
八
十
種
好
』
が
あ
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
。

⑳
佐
々
木
教
悟
他
共
著
「
仏
教
史
概
説
ｌ
イ
ン
ド
篇
ｌ
」
四
九
頁
参
照
。

⑳
中
村
・
早
島
共
著
「
ミ
リ
ン
ダ
王
の
問
い
１
」
三
七
二
頁
参
照
。

佐
々
木
教
悟
他
共
著
「
仏
教
史
概
説
ｌ
イ
ン
ド
篇
ｌ
」
五
○
頁
参
照
。

⑳
佐
々
木
教
悟
他
共
著
「
仏
教
史
概
説
ｌ
イ
ン
ド
篇
Ｉ
」
四
○
頁
参
照
。
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⑫
佐
々
木
教
悟
他
共
著
「
仏
教
史
概
説
ｌ
イ
ン
ド
篇
ｌ
」
四
三
頁
参
照
。

⑳
佐
々
木
教
悟
他
共
著
「
仏
教
史
概
説
ｌ
イ
ン
ド
篇
ｌ
」
四
一
頁
参
照
。

⑳
佐
々
木
教
悟
他
共
著
「
仏
教
史
概
説
ｌ
イ
ン
ド
篇
ｌ
」
五
八
頁
参
照
。

⑫
鎌
田
茂
雄
「
中
国
仏
教
史
」
一
九
頁
参
照
。

⑬
鎌
田
茂
雄
「
中
国
仏
教
史
」
二
五
頁
参
照
。

横
超
・
諏
訪
共
著
「
羅
什
」
二
九
頁
参
照
。

⑭
桑
山
・
袴
谷
共
著
「
玄
英
」
三
九
頁
、
五
八
頁
参
照
。

⑮
山
田
竜
城
「
梵
語
仏
典
の
諸
文
献
」
一
二
五
頁
参
照
。

⑯
木
村
高
尉
「
声
聞
地
梵
文
の
欠
落
と
そ
の
補
填
」
（
印
度
学
仏
教
学
研
究
第
如
巻
第
２
号
）
九
二
二
頁
参
照
。

⑰
長
尾
雅
人
訳
注
「
維
摩
経
』
六
頁
参
照
。

⑱
「
漢
蔵
対
照
「
維
摩
経
」
く
自
己
幽
両
己
日
日
の
笛
」
（
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
梵
語
仏
典
研
究
会
二
○
○
四
年
）

⑳
拙
槁
「
仏
教
思
想
９
唯
心
と
唯
識
」
（
「
心
」
平
楽
寺
書
店
）
二
二
二
頁
、
二
二
六
頁
註
（
２
）
（
３
）
参
照
。

⑳
羅
什
訳
の
大
正
蔵
経
に
は
「
従
し
癌
有
し
愛
則
我
病
生
」
（
大
正
五
四
四
ｂ
）
と
あ
り
、
黄
檗
版
の
『
維
摩
詰
所
説
経
』
も
、
雑
什
訳
で
あ
る
の
で

全
く
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
玄
英
訳
の
大
正
蔵
経
に
は
「
無
明
有
愛
生
来
既
久
」
（
五
六
八
ａ
）
と
あ
り
、
返
り
点
が
な
く
チ
ベ
ッ
ト
訳
、
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
と
一
致
す
る
と
も
い
え
る
。
今
度
発
見
さ
れ
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
か
ら
は
、
羅
什
訳
の
よ
う
に
読
む
こ
と
は
無
理
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
し

か
し
こ
の
返
り
点
は
僧
肇
の
「
注
維
摩
詰
経
」
（
大
正
三
八
、
三
七
一
Ｃ
）
に
よ
っ
て
、
大
正
蔵
経
の
出
版
の
時
、
つ
け
ら
れ
た
か
も
し
れ
ず
、
羅

什
訳
自
体
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
と
異
な
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
「
注
維
摩
経
」
の
解
釈
を
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ

れ
は
イ
ン
ド
の
仏
教
が
中
国
へ
伝
来
し
た
後
、
中
国
独
自
の
発
展
し
た
一
端
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

⑨
長
尾
博
士
の
『
維
摩
経
』
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
よ
れ
ば
「
無
知
が
あ
り
、
存
在
へ
の
愛
着
が
あ
る
か
ぎ
り
」
と
正
し
い
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
予
想
し

て
訳
さ
れ
て
い
る
。
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